
所管部局
保健福祉

部
所管課

施策名
施策
コード

政策体系
(中項目)

政策体系
コード

事務事業数

22

特定分野別
計画

SDGs 総合判定

予算額
（千円）

Ｒ５ Ｒ４ Ｒ３

施策目標

現状と
課題

前年度二次
評価意見

対応状況

<主な取組>

今年度の
取組

実績と
成果

参考HP①

参考HP②

参考HP③

令和５年度　基本評価調書 感染症対策課

感染症対策の推進 0413

強靱な北海道づくりとバックアップ機能の発揮 1(7)C

北海道医療計画、北海道感染症予防計画

概ね順調

関連重点
戦略計画等

Society5.0推進計画

引き続き、新型コロナウイルス感染症の状況に応じて、業務内容や職員配置について適宜見直しを行い、効
果的・効率的な執行体制の構築を進めていく。

（新型コロナウイルス感染症の５類への円滑な移行）
・地域と一体となった円滑な移行に向けて、新型コロナウイルス感染症緊急包括支援交付金による病床確保
支援、外来対応医療機関への設備整備等を実施する。
・ワクチン接種に係る専門的相談窓口を設置し、新型コロナワクチンに係る接種体制を整備する。
・道内の発熱患者等の相談窓口として、｢北海道新型コロナウイルス感染症健康相談センター｣を設置・運営
する。
・早急に感染拡大防止対策を講じる必要が生じた場合に、感染症対策に係る専門家を派遣し、現場での活動
に当たっての情報共有、感染管理指導等の技術的支援を行うなど、柔軟で機動的な体制を構築することによ
り、感染拡大の防止を図る。

（新たな感染症危機に備えた体制整備）
・「北海道感染症対策連携協議会」を設置し、次期「北海道感染症予防計画」の今年度中の策定に向けた検
討を進めるとともに、市町村、関係機関等と感染症対策における更なる連携の強化を図る。

（新型コロナウイルス感染症の５類への円滑な移行）
・医療機関の病床確保は延べ814機関、医療機関等への設備整備は延べ1266機関に対して実施し、新型コロ
ナウイルス感染症に対応する医療提供体制の整備に繋がった。
・ワクチン接種に係る専門的相談窓口において、R4年度は約18,000人の相談があり、安全性、副反応等につ
いて多くの住民への説明を行った。
・北海道新型コロナウイルス感染症健康相談センターについて、R4年度においては、155,331件の相談に対
応し、感染症対策に寄与した。
・専門家の派遣を104件（延べ333日）実施し、医療機関や施設の感染症対策向上に貢献した。

（新たな感染症危機に備えた体制整備）
　北海道感染症対策連携協議会等の関連する会議（第1回北海道感染症対策連携協議会、北海道新興・再興
感染症等対策専門会議、北海道新興・再興感染症等対策専門会議医療体制専門部会合同会議［R5.6.30開
催］、第2回北海道新興・再興感染症等対策専門会議医療体制専門部会［R5.7.27開催］）の開催により、次
期「北海道感染症予防計画」の策定に向けた検討を進めるとともに、市町村、関係機関・団体等との更なる
連携協力体制の整備を図った。

104,209,557千円 213,601,704千円 216,021,333千円

（新型コロナウイルス感染症の５類への円滑な移行）
・入院患者の受入病床確保や外来対応医療機関の確保など、５類感染症に位置付けられた新型コロナウイル
ス感染症に対する医療提供体制の確保や適確な感染拡大防止対策を推進する。
（新たな感染症危機に備えた体制整備）
・改正感染症法の下、「北海道感染症予防計画」を策定するとともに、「北海道感染症対策連携協議会」を
設置し、新興感染症等の発生の予防及びまん延の防止に向け、市町村や関係機関・団体等との更なる連携協
力体制の整備を図る。

（新型コロナウイルス感染症の５類への円滑な移行）
・当面必要な感染拡大防止対策を推進するとともに、全病院での入院患者対応と、新たに外来対応を行う医
療機関の増加に向け、医療関係団体と連携し、働きかけを継続する必要がある。
（新たな感染症危機に備えた体制整備）
・次期「北海道感染症予防計画」の策定に向けて、多様な観点から意見を伺うため、医師会等の医療関係団
体や感染症指定医療機関、消防機関や高齢者施設等の福祉関係団体などを構成員とする「北海道感染症対策
連携協議会」を設置した。今後は、本協議会において、計画が実効性のある内容となるよう検討を進めると
ともに、道や関係機関等の役割分担や連携の内容などを整理する必要がある。

新型コロナウイルス感染症の状況を踏まえ、効果的・効率的な執行体制の構築を進めること。



<指標分析>　⇒成果指標は、原則、取組項目ごとに１つ以上、全体で５つ以下とする

増加 床 R3年度 R4年度 R5年度 最終目標(R5) 達成率 指標判定

目標値 98 98 98 98

実績値 94 94 94 －

指標公表時期

R3年度 R4年度 R5年度 最終目標(R7) 達成率 指標判定

目標値

実績値

指標公表時期

R3年度 R4年度 R5年度 最終目標(R7) 達成率 指標判定

目標値

実績値

指標公表時期

R3年度 R4年度 R5年度 最終目標(R7) 達成率 指標判定

目標値

実績値

指標公表時期

R3年度 R4年度 R5年度 最終目標(R7) 達成率 指標判定

目標値

実績値

指標公表時期

感染症指定医療機関病床数 95.9% Ｂ

令和5年度 基本評価調書

指標名①

【1(7)C_0413】感染症対策の推進

感染症病床の確保が進まない要因の一つに、施設要件を満たすための病床整備や運営に係る費用負担があげられてお
り、基準病床数の確保のためには引き続き財政措置の充実を国に要望することが必要。

指標名②

－ －

毎年、基本評価調書で公表 出典（根拠計画等） 厚生労働省通知「感染症指定医療機関の指定について」(平成11年3月19日付け健医発第457号)

分析（主な取組と成果）

設定理由
感染症発生時の医療提供体制を測る指標であり、感染症の感染者に適切な医療を提供する体制整備の取組に
関する成果を測る指標として設定。

出典（根拠計画等）

出典（根拠計画等）

分析（主な取組と成果）

指標名④

－ －

－ －

分析（主な取組と成果）

設定理由

設定理由

出典（根拠計画等）

分析（主な取組と成果）

指標名③

設定理由

設定理由

出典（根拠計画等）

分析（主な取組と成果）

指標名⑤

－ －



令和5年度 基本評価調書 【1(7)C_0413】感染症対策の推進

<取組分析（連携状況、緊急性・優先性）>

<取組分析（その他の統計数値等）>

b

b

b

統計数値等① 過年度① 過年度② 最新年度

ワクチン接種に係る専門的相談窓口に係る
対応件数

－ R3年度 49,198人 R4年度 17,988人

連携状況

（課題）
　医療関係団体や医療機関、消防機関や福祉関係団体、市町村会等を構成員とする北海道感染症対策連携協議会
等において、次期「北海道感染症予防計画」が実効性のある内容となるよう検討を進めるとともに、新興感染症等の発
生の予防及びまん延防止に向け、道や関係機関等の役割分担や連携の内容などを整理する必要がある。

（取組）
　北海道感染症対策連携協議会等の関連する会議（第1回北海道感染症対策連携協議会、北海道新興・再興感染症
等対策専門会議、北海道新興・再興感染症等対策専門会議医療体制専門部会合同会議［R5.6.30開催］、第2回北海
道新興・再興感染症等対策専門会議医療体制専門部会［R5.7.27開催］）の開催により、次期「北海道感染症予防計
画」の策定に向けた検討を進めるとともに、市町村、関係機関・団体等との更なる連携協力体制の整備を図った。

緊急性
優先性

（課題）新型コロナウイルス感染症の経験を踏まえ、今後の新興感染症等を見据えた体制を構築するため、保健所・地
方衛生研究所の機能強化や検査体制の充実、医療提供体制の確保など、感染症対策の更なる充実・強化が必要で
あり、感染拡大時においても地域の医療・福祉体制が維持できるよう、平時からの感染防止対策を講じる医療機関や
社会福祉施設等に対する支援が必要である。

（取組）新興感染症等を見据えた体制を確保するため、保健所や地方衛生研究所の体制強化・充実等について国へ
要望を行っている。

☑ 成果指標で課題への対応を説明済

R2年度　471件 令和3年度　931件 令和4年度　1266件

分析等

（分析等）
医療機関が行う医療設備の整備に要する費用に対し補助することにより、新型コロナウイルス感染症に対応
する医療体制の強化を図った。

分析等

（分析等）
　R4年度はワクチン接種が進ちょくに伴い、副反応等の情報が行き渡ってきたことなどから、相談件数は減
少したが、今後ともワクチンの接種体制に対応した相談を行う。

統計数値等② 過年度① 過年度② 最新年度

分析等

（分析等）令和４年度は感染者の増大に伴い、相談件数は増加した。今後とも、発熱時等の受診相談及び陽
性判明後の体調急変時の相談を行う。

（課題）
　ワクチン接種に係る専門的相談窓口に係る対応件数については、R3年度は新型コロナウイルスワクチンの接種が開始
された時期であることから、年間約5万人からワクチンの副反応、有効性・安全性について相談があったが、R4年度の相
談件数は減少した。

（課題）
新型コロナウイルス感染症の診療等に対応する医療体制を確保するため、医療設備の整備を行い、迅速かつ適切な医療
の提供を行う必要がある。

（課題）感染拡大時に、相談件数が大幅に増加し、一時的に相談センターへの電話が繋がりにくい状態になったほか、
紹介可能な外来対応医療機関が相談件数に対して不足する時期があった。

統計数値等③ 過年度① 過年度② 最新年度

北海道新型コロナウイルス感染症健康相談
センター相談件数

R2年度　29,709件 R3年度　75,857件 R4年度　182,424件

医療機関等への設備整備実施数



令和5年度 基本評価調書 【1(7)C_0413】感染症対策の推進

<総合判定>

○

○

ｂ

※ 成果指標の指標判定が「Ｄ」の指標

対応方針番号

①

②

③

<二次政策評価>

二次政策
評価

翌年度に
向けた

対応方針

内容

「北海道感染症予防計画」に基づく取組状況を、「北海道感染症対策連携協議会」に毎年報告
し、進捗確認を行うことで、平時から感染症の発生及びまん延を防止していくための取組を、関
係者が一体となってPDCAサイクルに基づいて改善を図るなど、実施状況を検証する。

【施策の緊急性・優先性】
今後の感染症対策を踏まえた執行体制の見直しを検討すること。

Ｂ

連 携 状 況

 （　　　－　　　）

指 標 判 定
総 合
判 定

概ね順調緊急性・優先性

その他の統計数値等



施策名 施策コード

うち
一般財源

本庁 出先
機関 人工計
対応
方針
番号

方向性

0701 一般 感染症対策課総合調整事務 予算決算、文書管理、議会対応などの内部管理事務 感染症対策課 0 0 0 19.0 0.0 19.0 148,960 ①
改善（指標分

析）
【施策の緊急性・優先性・事務事業の有効性】
※基本評価調書 <二次政策評価>参照

0702 一般 感染症病床確保促進事業費
感染症患者の受入れ医療提供体制を整備するため、重点医療機関等
における病床確保を補助する事務

感染症対策課 0 70,985,301 0 0.6 0.0 0.6 70,990,005

0703 一般 軽症者等用宿泊施設借上事業費
感染症の軽症患者等が宿泊する施設の設置・運営など、宿泊療
養体制を整備する事務

感染症対策課 0 11,389,836 0 1.0 0.0 1.0 11,397,676

0704 一般 自宅療養者等支援事業費
保健所設置市と連携し、自宅療養者の健康観察を行う職員の増
員、機材の整備、生活支援等を行う事務

感染症対策課 0 6,126,333 0 1.0 0.0 1.0 6,134,173

0705 一般 感染疑い患者受入医療機関体制整備事業費
感染が疑われる方を診察する医療機関の病床・医療設備の整備
を補助する事務

感染症対策課 0 950,000 0 0.6 0.0 0.6 954,704

0706 一般 感染防護具供給体制整備事業費
感染症のまん延防止対策のため、マスク等の感染防護具の備蓄
を行うとともに、医療機関等に対して、感染防護具の配布等に係
る委託事務等

感染症対策課 0 29,418 0 1.4 0.0 1.4 40,394

0707 一般 医療従事者宿泊支援事業費
感染症への対応に当たる医療従事者が長時間勤務等で帰宅が
困難となった場合などの宿泊経費を補助する事務

感染症対策課 0 93,223 0 0.6 0.0 0.6 97,927

0708 一般 感染症医療提供体制整備事業費
発熱者等診療・検査医療機関や入院受入医療機関の設備整備
を補助する事務

感染症対策課 0 6,591,734 0 0.6 0.0 0.6 6,596,438

0709 一般 感染症検査機器整備事業費
検査体制を整備するため、発熱患者の診療・検査を行う医療機
関等における検査機器の導入を補助する事務

感染症対策課 0 308,827 0 0.6 0.0 0.6 313,531

0710 一般 ＰＣＲ検査センター設置事業費
検査体制を整備するため、ＰＣＲ検査センターの設置・運営の委
託事務

感染症対策課 0 48,453 24,227 1.0 0.0 1.0 56,293

0711 一般 相談窓口設置経費
道内の発熱患者等の相談窓口として、24時間・年中無休の「北海
道新型コロナウイルス感染症健康相談センター」を設置・運営の
委託事務等

感染症対策課 0 4,418,112 0 1.8 0.0 1.8 4,432,224

0712 一般
新型コロナウイルスワクチン個別接
種促進事業費

病院や診療所で実施する新型コロナウイルスワクチンの個別接
種を補助する事務

感染症対策課 0 0 0 1.4 0.0 1.4 10,976

0713 一般
新型コロナウイルスワクチン職域接
種促進事業費

企業・大学等で実施する新型コロナウイルスワクチンの職域接種
を補助する事務

感染症対策課 0 0 0 1.4 0.0 1.4 10,976

0714 一般
新型コロナウイルスワクチン集団接
種促進事業費

新型コロナウイルスワクチンの集団接種を促進するため、市町村
に対し、時間外・休日の集団接種会場への医療従事者派遣に要
する経費を補助する事務

感染症対策課 0 607,235 0 1.4 0.0 1.4 618,211

0715 一般
新型コロナウイルスワクチン接種体
制確保事業費

国及び市町村・医療機関等との連携のもとでワクチン接種を適切
に行うため、広域調整を担う道として必要な体制整備を行う事務

感染症対策課 0 150,278 0 1.4 0.0 1.4 161,254

0716 一般 重症者対応体制確保事業
感染症重症者に対して専門性が高い医療機器(人工呼吸器・
ECMO等)を正しく扱える知識を持った医療従事者を養成研修の
委託事務等

感染症対策課 0 14,101 0 2.3 0.0 2.3 32,133

0717 一般
新型コロナウイルス感染症医療チー
ム等派遣事業

感染症の患者等を受け入れている医療機関や感染者が発生した社会
福祉施設等への医療チームの派遣及び道内の患者受入を調整する機
能を有する組織部門に患者搬送コーディネーターを派遣

感染症対策課 0 59,467 0 2.3 0.0 2.3 77,499

0718 一般 感染症対策専門家派遣事業
新型コロナウイルス感染症の集団感染が一部地域で発生するな
ど早急に感染拡大防止対策を講じる必要が生じた場合に、技術
的支援のため、感染症対策に係る専門家を派遣

感染症対策課 0 19,263 1,544 1.8 0.0 1.8 33,375

0719 一般 看護師応援派遣支援事業
医療等提供体制の安定的な確保などを図るため、他の医療機関
等からの看護師の派遣事務

感染症対策課 0 21,749 0 1.8 0.0 1.8 35,861
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0720 一般 ＰＣＲ等検査無料化推進事業費
感染拡大時などに道の要請に基づいて実施するＰＣＲ等検査の
無料化を支援するための補助事務等

感染症対策課 0 388,953 0 0.6 0.0 0.6 393,657

0721 義務費 感染症検査助成等事業費 新型コロナウイルス感染症の行政検査に係る費用の公費負担 感染症対策課 0 1,985,873 1,003,878 1.0 0.0 1.0 1,993,713

0722 一般
北海道新型コロナウイルス感染症対
策地域医療支援基金積立金

医療従事者等への支援、医療用資機材の整備などを行うため、
寄附金収入を基金に積み立てる

感染症対策課 0 21,401 0 0.6 0.0 0.6 26,105

0 104,209,557 1,029,649 44.2 0.0 44.2計


